
2019.12・指導と評価 52

私
は
、Ｑ
Ｕ（Q

U
EST

IO
N
N
A
IRE-U

T
ILIT

IES

：

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）
の
開

発
者
で
あ
る
早
稲
田
大
学
・
河
村
茂
雄
先
生
に
師
事

し
、
中
学
校
、
高
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
大

学
の
心
理
相
談
員
な
ど
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
学
教
員
と
し
て
教
育
心
理
学
な
ど
の
心
理
系
の

授
業
を
担
当
し
、
教
員
養
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

河
村
先
生
の
研
究
室
で
は
小
中
高
校
に
お
け
る
Ｑ
Ｕ

を
活
用
し
た
学
級
集
団
づ
く
り
に
関
す
る
研
究
や
実
践

を
学
び
、
大
学
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
で
き
た
ら
よ

い
な
と
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
二
〇
一
〇
年

に
大
学
版H

yper-Q
U

が
完
成
し
、
勤
務
校
（
前
任

校
）
の
大
学
生
の
中
途
退
学
・
留
年
な
ど
の
不
適
応
予

防
、
教
員
志
望
学
生
の
集
団
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
活

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
大
学
に
お
け
るH

yper-Q
U

を
用
い
た

「
保
育
者
・
教
員
養
成
大
学
に
お
け
る
不
適
応
予
防
の

た
め
の
支
援
」
に
関
す
る
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

１　

大
学
生
へ
の
心
理
支
援
の
必
要
性

近
年
の
大
学
（
学
部
）
進
学
率
は
53
・
７
％
で
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
（
文
部
科
学
省
、
二
〇
一
九
）。
し

か
し
そ
の
一
方
で
、
中
途
退
学
者
は
一
年
間
で
２
・
６

５
％
（
約
八
万
人
）、
四
年
間
で
は
約
10
・
６
％
（
約

三
二
万
人
）
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す

（
文
部
科
学
省
、
二
〇
一
四
）。
中
途
退
学
の
理
由
は
、

①
学
業
不
振
・
無
関
心
42
・
９
％
、
②
家
庭
・
経
済
的

理
由
19
・
３
％
、
③
進
路
変
更
15
・
１
％
、
④
病
気
・

ケ
ガ
・
休
養
10
・
９
％
、
⑤
人
間
関
係
・
大
学
生
活
不

適
応
10
・
０
％
、
⑥
特
に
何
も
な
い
・
そ
の
他
１
・

８
％
に
な
り
ま
す
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、
二

〇
一
五
）。
大
学
中
退
の
問
題
の
背
景
に
は
、
学
業
面

で
の
苦
戦
や
人
間
関
係
や
大
学
不
適
応
な
ど
生
活
面
で

の
苦
戦
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
退
後
の
就
労
に
つ
い
て
は
、
初
職
の
正

規
就
労
者
は
７
・
５
％
に
過
ぎ
ず
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
・
派
遣
と
い
っ
た
非
正
規
就
労
が
70
・
９
％
、
失

業
・
無
業
状
態
に
な
る
者
は�

15
・
０
％
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
、
二
〇
一
二
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
中
退
と
就
労
の
問
題
は
密
接

に
関
連
し
て
お
り
、
大
学
生
が
中
退
に
い
た
っ
て
し
ま

う
前
の
、
大
学
に
来
て
い
る
段
階
で
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
う
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２　

 H
yp
er-Q

U

、取
得
単
位
数
、

Ｇ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト

H
yper-Q

U

で
は
、
学
生
の
学
校
生
活
に
お
け
る
満

足
感
を
「
学
校
生
活
満
足
群
」「
非
承
認
群
」「
侵
害
認

知
・
不
安
定
群
」「
学
校
生
活
不
満
足
群
（
要
支
援
群
）」

の
四
群
に
分
け
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
さ
ら

に
、
三
次
支
援
の
必
要
な
学
生
と
し
て
、「
１
．
精
神

面
や
情
緒
面
に
強
い
不
安
を
抱
え
る
傾
向
の
あ
る
学

生
」、「
２
．
侵
害
行
為
（
い
じ
め
）
等
を
受
け
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
学
生
」、「
３
．
孤
立
感
が
強
い
学
生
」、

「
４
．
退
学
・
転
学
を
考
え
る
傾
向
の
あ
る
学
生
」、

「
５
．
学
習
意
欲
が
低
い
学
生
」、「
６
．
人
間
関
係
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
に
課
題
の
あ
る
学
生
」
が
特
定
さ

れ
、
詳
細
な
把
握
が
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
に
生
活
面
に
お
け
る
不
適
応
学
生
が
抽
出

さ
れ
る
た
め
大
変
有
効
な
資
料
な
の
で
す
が
、
各
ク
ラ

ス
の
帳
票
は
担
任
に
返
却
さ
れ
、
支
援
の
必
要
な
学
生

の
情
報
が
全
体
に
共
有
さ
れ
ず
、
効
果
的
な
対
応
が
で

き
に
く
い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
学
科
の
教
員
全
員

で
支
援
が
必
要
な
学
生
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
一
覧
表

を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
留
年
や
中
退
に
は
、
生
活

面
の
不
適
応
の
み
な
ら
ず
、
学
習
面
の
不
適
応
も
関
連

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、H

yper-Q
U

の
情
報
に
学
習

面
の
情
報
も
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
学
生
の
取
得
単
位
数
お
よ
び
Ｇ
Ｐ
Ａ
（Grade�

Point�A
verage

：
成
績
値
）
か
ら
不
適
応
を
把
握
す

保
育
者
・
教
員
養
成
大
学
に
お
け
る

不
適
応
予
防
の
た
め
の
支
援

ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

公
認
心
理
師
の
資
格
を
も
つ
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る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
図
１
）。
こ
れ
ら
の
指
標
か
ら

学
生
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
中
途
退
学
に
い
た
る
前

に
学
生
を
支
援
す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

３　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
い
た
対
応

①
教
員
間
で
の
情
報
の
共
有
と
早
期
対
応

一
覧
表
に
基
づ
い
て
学
科
会
議
で
結
果
を
説
明
し
、

学
生
の
情
報
に
つ
い
て
教
員
間
で
共
有
し
ま
し
た
。
大

学
は
単
位
制
の
た
め
、
担
任
が
受
け
持
ち
の
学
生
に
日

常
的
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
か
に
は
一
～
二
年
次
対
象
科
目
を
担
当
し
て
い

な
い
教
員
も
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
対
象
の
学
生
に
授
業

等
で
接
し
て
い
る
教
員
が
自
然
に
声
を
か
け
支
援
す
る

体
制
を
つ
く
り
、
学
科
全
体
で
細
や
か
に
学
生
に
対
応

し
ま
し
た
。

②
学
生
相
談
員
お
よ
び
教
職
員
に
よ
る
個
別
面
接

「
生
活
面
」
の
支
援
と
し
て
、
学
生
相
談
室
の
相
談
員

に
依
頼
し
、
要
支
援
群
に
分
類
さ
れ
た
学
生
全
員
に
対

す
る
個
別
の
呼
び
出
し
面
接
を
行
い
ま
し
た
。
要
支
援

群
の
学
生
の
中
に
は
、
自
ら
相
談
室
を
訪
れ
る
学
生
も

い
ま
す
が
少
数
で
、
ほ
と
ん
ど
は
相
談
室
な
ど
に
来

ず
、
一
人
で
悩
み
を
か
か
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。
呼
び
出
し
面
接
で
は
、
学
生
相
談
室
の

相
談
員
と
つ
な
が
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
ま
し

た
。
面
接
内
で
は
、
友
人
関
係
、
親
子
関
係
、
恋
愛
関

係
、
進
路
関
係
、
経
済
面
、
精
神
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
訴
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
学
生
に
つ

い
て
は
、
相
談
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
継
続
的
に
面

接
を
し
ま
し
た
。

次
に
「
学
習
面
」
の
支
援
と
し
て
、
取
得
単
位
数
お

よ
び
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
一
定
の

基
準
に
達
し
て
い
な
い

学
生
に
対
し
て
担
当
の

教
職
員
が
半
期
ご
と
に

呼
び
出
し
面
接
を
行

い
、
履
修
の
仕
方
や
学

習
の
進
め
方
に
関
す
る

指
導
や
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
「
生

活
面
」「
学
習
面
」
に

対
す
る
学
生
の
個
別

支
援
の
取
組
は
、

H
yper-Q

U

を
半
期
ご

と
に
実
施
し
た
後
、
継

続
し
て
行
い
ま
し
た
。

４　

実
践
の
成
果

本
実
践
を
通
し
て
、

不
適
応
学
生
に
対
す
る

教
職
員
の
協
働
体
制
が

形
成
さ
れ
た
と
考
え
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
①

生
活
面
はH

yper-Q
U

で
、
学
習
面
は
単
位
取

得
状
況
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
確

認
す
る
こ
と
で
、
一
方
も
し
く
は
両
方
で
苦
戦
し
て
お

り
、
不
適
応
傾
向
を
示
し
て
い
る
学
生
を
ア
セ
ス
メ
ン

ト
し
、
早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
②
各
々
の
学
生
の
支
援
ニ
ー
ズ
が
わ
か
り
、
ど
の

学
生
に
ど
ん
な
支
援
を
す
れ
ば
よ
い
か
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。
③
学
科
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
担
当

教
員
の
み
な
ら
ず
、
教
員
全
員
が
意
識
し
て
、
該
当
学

生
の
サ
ポ
ー
ト
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
④
大

学
内
の
サ
ポ
ー
ト
機
関
の
教
職
員
と
協
働
し
て
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
⑤
学
生

の
学
校
生
活
満
足
度
お
よ
び
学
校
生
活
意
欲
が
全
体
的

に
向
上
し
、
特
に
教
員
と
の
関
係
お
よ
び
学
校
の
支
援

体
制
得
点
が
顕
著
に
高
ま
り
ま
し
た
。
⑥
数
年
間
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
学
科
の
中
途
退
学
者
は
取
り
組
み
始

め
る
前
の
四
分
の
一
に
減
少
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
既
存
の
有
効
性
の
高
い
心
理
テ

ス
ト
に
ひ
と
手
間
加
え
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
多

面
的
な
援
助
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
、
進
路
、
人
格
・

社
会
性
、
健
康
の
面
に
お
け
る
発
達
を
援
助
す
る
と
い

う
専
門
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
個
別
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
み
な
ら
ず
、
教
職
員
が
協
働
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
も
可
能
に
な
れ
ば
相
乗
的
に
効
果
を
高
め
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
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文
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・�

文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
調
査
企
画
課
「
学
校
基
本

調
査
―
令
和
元
年
度
（
速
報
）
結
果
の
概
要
―
」
二
〇
一

九
年
。

・�

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生
・
留
学
生
課
「
学
生
の
中

途
退
学
や
休
学
等
の
状
況
に
つ
い
て
」
二
〇
一
四
年
。

・�

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
大
学
等
中
退
者
の
就
労
と

意
識
に
関
す
る
研
究
」
二
〇
一
五
年
。

・�

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
大
都
市
の
若
者
の
就
業
行

動
と
意
識
の
展
開
―『
第
３
回
若
者
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

調
査
』
か
ら
―
」
労
働
政
策
研
究
報
告
書
一
四
八
、
二
〇

一
二
年
。

図1　生活面と学習面のクロス集計表

20XX年度入学　（20XX年現在〇年生）

　　　　生活面

学習面　　　　

要支援群    学校生活不満足群／
   侵害認知・不安定群／非承認群 学校生活満足群

クラス 番号 名前 取得単位数 GPA クラス 番号 名前 取得単位数 GPA クラス 番号 名前 取得単位数 GPA

取得単位数（基準以上）
GPA（基準未満）

○組 番号 名前 45 2.43 ○組 番号 名前 36 1.25
該当なし

△組 番号 名前 43 2.32 △組 番号 名前 40 1.86

取得単位数（基準未満）
GPA（基準未満）

○組 番号 名前 25 0.95 ○組 番号 名前 23 0.99
該当なし

△組 番号 名前 26 0.98 △組 番号 名前 24 0.94


